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第１回副会長会

12校の副会長が一同に会し情報共有

　

Ｈ
29
年
６
月
３
日
㈯
17

時
か
ら
、プ
ラ
ザ
ウ
エ
ス
ト

視
聴
覚
室
に
て
定
期
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。各
校
校

長
先
生
、教
頭
先
生
、会
長
、

副
会
長
、広
報
情
報
委
員
の

100
名
弱
の
出
席
者
で
議
事

は
進
み
ま
し
た
。

　

今
川
区
連
会
長
の
再
任
、

陶
山
会
長
、佐
々
木
会
長
を

新
副
会
長
に
、市
Ｐ
協
理
事

に
井
澤
会
長
と
山
﨑
会
長

と
担
当
を
分
け
た
、新
し
い

人
事
体
制
で
す
。今
年
度
は

12
人
中
６
人
が
新
会
長
と

な
り
、気
持
ち
も
新
た
に
新

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、サ
ー
ク
ル
ス
ク
エ

ア
表
彰
が
あ
り
、土
合
小
、

土
合
中
、上
大
久
保
中
の
３

校
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
ス
ク
エ
ア
表
彰

は
、日
頃
の
各
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
を
、熱
心
に
わ
か
り
や

す
く
伝
え
た
学
校
に
送
ら

れ
る
賞
で
す
。受
賞
校
の
笑

顔
が
印
象
的
で
し
た
。

 

今
年
度
の
学
校
総
合
体
育
大
会

に
お
い
て
、土
合
中
学
校
野
球

部
・
田
島
中
学
校
柔
道
部
が
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。各
校
で

は
壮
行
会
が
開
催
さ
れ
、Ｐ
Ｔ

Ａ
・
地
域
の
み
な
さ
ま
か
ら
激
励

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

桜
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
総
会

　H29年9月2日（土）桜区プラ
ザウエストにて、第1回副会長
会（幹事校:土合中）が開かれま
した。今川区連会長の挨拶に
始まり、終始和やかなムードで
進行されました。
　まず全体の議題として、
「PTA本部役員の各委員への
介入について」というテーマで
話し合い、その後、小・中学校
に分かれ、PTAが抱える問題点
等のフリーディスカッション形
式で会議は進められました。
　今川会長の挨拶の中に「各
校が抱えている問題も、このよ
うな場で共有することで解決
することがあるので話してみて
ください」とありました。他校の
同じような悩みにうなずいた
り、工夫された取り組みを参考
にしたりと、全体とグループ、そ
れぞれ有意義な情報交換、意
見交換の場となりました。

及
川
勉（
中
島
小
Ｐ
）

山
﨑
栄
慈（
大
久
保
東
小
Ｐ
）

　
　

陶
山
功（
田
島
中
Ｐ
）

井
澤
孝
行（
大
久
保
小
Ｐ
）

　
　

顧
問
・
鵜
飼
良
昭（
中
島
小
校
長
）

林
大
悟（
新
開
小
Ｐ
）

田
澤
崇（
栄
和
小
Ｐ
）

　
　

今
川
夏
如（
神
田
小
Ｐ
）

神
山
亘（
大
久
保
中
Ｐ
）

廣
松
陽
子（
田
島
小
Ｐ
）

　
　

顧
問
・
新
井
栄
司（
土
合
中
校
長
）

鈴
木
健
一（
土
合
小
Ｐ
）

　
　

佐
々
木
珠
緒（
土
合
中
Ｐ
）

高
橋
公
一（
上
大
久
保
中
Ｐ
）

―

敬
称
略―

桜
区
部
活
動
活
躍

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
！

　

▶
田
島
中
学
校
柔
道
部

▲
土
合
中
学
校
野
球
部

【
大
久
保
小
】

　

７
月
３
日
㈪
大
久
保
小
学
校
体
育
館
に

て
、さ
い
た
ま
市
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
民
の
文

化
・
芸
術
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
に
、地

域
に
お
い
て
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
よ
り
多
く
の
市
民
が
音
楽
に
触
れ
る
機

会
を
提
供
し
、音
楽
文
化
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響

楽
団
よ
り
５
人
の
演
奏
者
の
方
が
来
て
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、ホ
ル
ン
、ト
ロ
ン
ボ
ー

ン
、チ
ュ
ー
バ
の
楽
器
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
楽
器
の
特
徴
を
活

か
し
た
演
奏
で
は
、み
ん
な
笑
顔
で
、リ
ズ

ム
を
と
る
子
も
い
ま
し
た
。音
楽
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
は
人
間
性
や
知
性
を
高

め
、心
豊
か
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

感
動
的
な
ひ
と
時
で
し
た
。

【
神
田
小
】シ
ェ
フ
給
食　

　

９
月
11
日
㈪
は
、開
校
40
周
年
記
念
の

一
環
で
シ
ェ
フ
給
食
の
日
で
し
た
。調
理

し
て
く
だ
さ
っ
た
大
山
シ
ェ
フ
よ
り「
食

と
い
う
漢
字
は
人
を
良
く
す
る
と
書
き
ま

す
。食
材
か
ら
命
を
い
た
だ
き
ま
す
。そ
し

て
私
た
ち
の
命
に
な
り
ま
す
。す
べ
て
に

感
謝
し
て
食
事
を
し
ま
し
ょ
う
。」と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。き
の
こ
な
ど
を
豊
富
に

使
っ
た
珍
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
に
、子
ど
も

た
ち
も
興
味
津
々
で
し
た
。

【
中
島
小
】親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

８
月
23
日
㈬
、夏
の
日
差
し
の
強
い
中
、

児
童
、保
護
者
、教
職
員
な
ど
総
勢
99
名
が

参
加
し
、第
２
回
親
子
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

行
わ
れ
ま
し
た
。翌
週
か
ら
始
ま
る
二
学

期
を
前
に
、校
庭
の
除
草
と
校
舎
の
窓
拭

き
を
行
い
ま
し
た
。

 

【
土
合
小
・
中
島
小
・
新
開
小
】

　

７
月
３
日
㈪
、土
合
公
民
館
に
て
、土

合
・
中
島
・
新
開
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
土
合
公

民
館
共
催
事
業
で
あ
る「
家
庭
サ
ポ
ー
ト

学
級
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、Ｐ
Ｃ
Ｍ
認
定
ト
レ
ー
ナ
ー
の

星
野
先
生
の
、「
お
子
さ
ん
の
や
る
気
を
引

き
出
す
言
葉
が
け
〜
心
と
心
が
繋
が
る
素

敵
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
題
し
た

講
演
を

100
人
以
上
の
参
加
者
を
前
に
行

わ
れ
ま
し
た
。「
子
ど
も
の
や
る
気
を
引

き
出
す
」、そ
ん
な
事
が
で
き
る
よ
う
な

声
の
か
け
方
が
あ
る
な
ら
、ぜ
ひ
知
り
た

い
毎
日
、子
ど
も
と
の
接
し
方
に
悩
ん
で

い
る
人
が
多
い
の
は
参
加
者
の
聞
く
姿

勢
に
あ
ら

わ
れ
て
お

り
、会
場
か

ら
は「
あ
〜

な
る
ほ
ど

〜
」と
頷
く

声
が
数
多

く
あ
り
ま

し
た
。

【
上
大
久
保
中
】学
校
フ
ァ
ー
ム

　

６
月

23
日
㈮
に
３
月
に
植
え
た
じ
ゃ

が
い
も
を
収
穫
し
ま
し
た
。各
学
年
の
保

健
委
員
の
生
徒
と
保
護
者
が
畑
を
掘
り

お
こ
し
て
み
る
と
、立
派
な
じ
ゃ
が
い
も

が
ご
ろ
ご
ろ
出
て
き
て
、じ
ゃ
が
い
も
は

来
週
の
給
食
で
振
る
舞
わ
れ
る
そ
う
で

す
。１
年
生
を
中
心
に
中
学
校
生
活
に
つ

い
て
尋
ね
る
と
、異
口
同
音
に
楽
し
い
！

と
の
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら
、学
校
の
雰
囲
気

の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
田
島
中
】

　

６
月
15
日
㈭
、校
内
に
お
け
る
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。晴
天
に

恵
ま
れ
た
夏
日
に
、校
長
先
生
、教
頭
先

生
、保
護
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、校
内
の

花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
に
白
と
ピ
ン
ク
の

ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
、オ
レ
ン
ジ
の
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
、ブ
ル
ー
の
サ
ル
ビ
ア
と
、色

Ｐ
単

の
ら
か

り
便
お

さいたま市PTA協議会

ウェブサイトで桜区各校PTAの
活動を発信しています。

さいたま市PTA協議会桜区連合会Webサイト
http://www.saitama-city-pta.jp/06_sakura_ku/
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土合中学校PTA　大久保中学校PTA　田島中学校PTA　上大久保中学校PTA　神田小学校PTA　中島小学校PTA桜区連合会
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７
月
20
日
㈭
に
浦
和
西
交
通
安
全

協
会
、交
通
指
導
員
桜
支
部
、浦
和
西

地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
、道
路

適
正
化
協
会
浦
和
西
支
部
、桜
区
役

所
、浦
和
西
警
察
交
通
課
と
協
力
し

て
、交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行
い
ま

し
た
。交
通
安
全
運
動
は
春
夏
秋
冬

と
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、今

回
は
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
の
一

環
と
し
て
反
射
材
な
ど
を
配
布
す
る

啓
発
活
動
を
桜

区
役
所
前
で
行

い
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
関
係
団

体
と
協
力
し
て

子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
守
っ
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
も
各
地
区
の
夏
祭
り
が
行
わ

れ
、各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
学
校
と
共
に
夏

祭
り
に
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
夏
祭

り
は
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深
め
る

場
と
な
っ
て
い
て
、夜
間
パ
ト
ロ
ー

ル
や
バ
ザ
ー
、学
校
行
事
の
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
が
生
ま
れ
、子

ど
も
た
ち
の
学
校
生
活
が
良
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。

交
通
安
全
保
護
者
の
会

桜
支
部

夏
祭
り

と
り
ど
り
の
花
は
と
て
も
鮮
や
か
で
、緑

の
木
々
と
と
も
に
田
島
中
を
爽
や
か
に

彩
り
ま
し
た
。

【
大
久
保
中
】

　

６
月
10
日
㈯
に
大
久
保
中
学
校
教
室

に
て
、３
回
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル

（
Ｃ
・
Ｓ
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。Ｃ
・
Ｓ
は
自

主
的
な
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
、基
礎
学
力

の
向
上
、学
習
習
慣
の
定
着
を
目
的
と
し

た
事
業
で
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
、大

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
学

び
の
場
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。５
月
中

旬
か
ら
67
名
の
生
徒
の
登
録
が
あ
り
、子

ど
も
た
ち
は「
復
習
に
役
立
っ
て
い
る
」

「
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
、よ
り
理
解
が

深
ま
っ
た
」と
Ｃ
・
Ｓ
の
効
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。１
・
２
年
生
は
20
回
、３
年
生
は

25
回
テ
ス
ト
前
に
も
設
け
て
い
る
の
で
、

是
非
沢
山
の
方
に
活
用
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
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PTA活動は学校によって少しずつ違います。また、数年たつとまた
少し変化していきます。社会状況の変化や、子どもたちを取り巻く
環境の変化によって、PTA活動も変わっていきます。中には負担と
感じてしまう方もいるでしょうし、やりがいがあれば大丈夫！などと
言うのもキレイごとですね。ですが、それは子育てそのものです。
子どものためならとがんばれるのが保護者であり、PTA活動もそ
の延長にあるものです。子どもが小学生・中学生になると、子ども
たちどんどん保護者の手から離れ、地域の中で成長していきます。
PTAは家庭と学校と地域を結ぶ懸け橋と言われています。PTA活
動に参加して、初めて地域のボランティアの方々の存在を知った
という方もたくさんいます。子どもたちの成長に合わせて、私たち
保護者の役割も、家庭から学校へ、そして地域へと広がっていき
ます。子どもたちのふるさとになる「地域」と、「学校」と「家庭」が、
会話をするツールとして広報紙を役立てている中島小学校のPTA
活動に触れることができて、とても新鮮なよろこびがありました。
中島小に限らず、互いの活動を参考にしながら、桜区全体のPTA
活動をより良いものにしていきたいと思います。また、PTAに関わ
るすべてのみなさまに、この場を借りて御礼申し上げます。今後と
もみなさまのご理解とご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

潜入︕中島小ＰＴＡ広報紙

おわりに・・・編集後記

　今、さいたま市のＰＴＡでは、広報紙の改革に取り組む学校が増え
ています。毎年さいたま市ＰＴＡ協議会で開催している広報紙コン
クールでは、審査担当の会長さんたちが全体的にレベルが上がってい
ると言います。また、入賞した広報紙が全国に送られ、入賞することも
増えてきました。そんな中、桜区の中島小学校は、平成28年度第38回
日本PTA全国協議会会長賞を受賞し、今年度佳作を受賞しました。さ
いたま市だけでも160を超える学校があり、全国での応募総数は相当
なものです。その中でトップクラスの広報紙と評される中島小学校
PTAの広報紙は、いったい何が違うのでしょうか。桜区PTA連合会は潜
入調査（！？）を行いました。

　9月某日、事前に連絡を入れ、前年度広報委員会担当本部役員の吉
田桂子さん、前年度会長の原綾さんに話を聞くことにしました。当日
学校へ伺うと、現役本部役員さんと新会長の及川勉さんが加わり大人
数に。急きょ場所を変えようとあたふたしていると、鵜飼良昭校長に発
見され、満員の校長室で話を伺うことになりました。これぞ、中島小学
校PTAが掲げる「オール中島」そのものだったということを後で知るこ
とになります。
　学校の様子や、PTA活動について、本部や委員会の構成などを聞い
てみる限り、それほど他校と比べて大きな違いはありませんでした。で
すが、広報紙の話になると、開口一番「広報紙はPTA活動の要であ
る。」という言葉が飛び出してきました。PTAの広報紙といえば、毎年の
掲載内容があるていど固定されていて、その内容を今年の活動と入れ
替えていくために、委員さんたちが分担して取材をする。また、特集記
事として今年度の特色のある活動を紹介したりというのが一般的で
はないでしょうか。中島小学校さんでも以前はそのようなテンプレー
ト式の広報紙づくりをしていたといいます。校長先生も、紙面が出来
上がってからしか、見る機会はなかったそうです。それでは、どうやっ
て変わっていったのでしょうか。

１．まず、変えよう！と動き出す。
→テンプレートを廃止し、特集を中心に、紙面の割合も流動的に。
２．編集会議を開き、真っ白な状態から考える。
→学校のことや、家庭のこと、防災のことなどを考えると、「わからな
いこと」や「知りたいこと」が出てくる。他の保護者はどう思っているん
だろう？
３．アンケートを多用し、読者を紙面に巻き込む工夫を。
→自分たちの知りたいことをアンケートで調べる。
働いているお母さんと、専業主婦では時間の使い方はどうなんだろ
う？防災の備えは実際どれくらいしているんだろう？実際何を用意し
てる？「知りたい！」を紙面に！
４．アンケート結果から特集記事を組む。
→より読者が読みたくなる。結果として読者は参加だけでなく、自分
の話を聞いてもらえているという気持ちにもなっているのではない
か。防災についてのアンケートから、学校が避難所になった場合の特
集。交通安全から自転車の安全、自転車の保険についての特集など。
５．読んでいて楽しい広報紙は、作っていて楽しい広報紙。
→編集会議で出た疑問や知りたいことは、読者のそれと重なり、一方
通行の情報発信ではなく、双方向のやりとりを実現している。

　編集会議では、学校側も加わり、学校の教育目標なども取り込ん
で、一緒に紙面づくりに参加している。また、児童数が500に満たな
いのに、発行部数は1000部を超えており、それでも足りずに増刷す
ることもあるとのこと。地域の方々への配布もおこない、校長室でも
来客の際に配布しているとのこと。普通は学校だよりを渡すのでは？
と聞くと、うちのPTA広報紙には、学校のことも入ってる。だから一緒
に配るんだ。と校長先生。地域の人も追加で欲しいと来校することが
あるとのこと。読者が増え、広報紙がPTAと地域を繋いでいる様子を
見ました。原前会長が、PTAではなく、PTCAである。と言っていた意味
がよくわかりました。そして、オール中島ということもよくわかりまし
た。そして、それらＰ・Ｔ・Ｃを繋いでいるのが、広報紙である。という
ことに驚き、冒頭の「広報紙はPTAの要」という言葉に繋がっているこ
とを知りました。
　こんなにがんばっていると、楽しい気持ちもあるかもしれません
が、それを負担に思う人もいるのでは？と尋ねると、「負担はあるけ
ど、負担感は少ない。やりがいがあって、達成感もあるから。」と。もち
ろん、楽しいだけでは無く、苦労されていることもたくさんあると思い
ますが、笑顔でPTA活動に取り組めている様子でした。最後に、みな
さんの好きなページを開いて写真を撮りたいと提案すると、全員が
すぐにページを指定しました。それぞれに思い入れのある広報紙な
のだということがよくわかりました。
※画像資料は中島小学校の関ブロ事例発表用資料より抜粋
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